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　連合愛知は、６月１９日～２７日の９日間、東日本大震災連合

救援ボランティア第１１陣として、名古屋国税労組から小笠原

顧問、堀書記次長、連合愛知から鵜飼局長、大須賀局長の４

名が福島県会津ベースキャンプに参加した。

　この第１１陣には全国の地方連合の関係者２８名が集まり、

会津若松班と郡山班に分かれてボランティアを実施した。連

合愛知４名は会津若松班となり、会津若松支援物資センター

（旧若松女子高校跡）で大熊町を中心とした約１，０００世帯に

配布するための支援物資の仕分け・運搬・配布等を行った。

ここでは、地元の大学生や社会福祉協議会の関係者・地元連

合の地協事務局長など多くのボランティアが参加しており、

連合からは九州ブロックの３名と連合愛知４名が一緒になっ

て作業を行った。

　支援物資センターでは一日おきに配布日が設定しており、

配布日の前日にはそのための物資の仕分け・整理を行い翌

日に配布といったサイクルで活動を行っている。

　物資の仕分時には、１０ｔトラックが何度も物資を届けに来

ては、そのたびにボランティアが２０～３０メートルの列を作り、

物資を手渡しで体育館に運び込んだ。地元住民と一緒に重

い物資を運ぶことにより、いつの間にかお互いの心と心が通

い合うのを実感することができた。

　配布日には、原発により強制避難をしている方が、朝早く

から列を作って配給を待っている姿が印象に残った。配給は

できるだけ多くの方に受け取ってもらうために、生活用品や

生理用品などには「１家族１個」と制限を付けること等、配給

物資が十分でない中規律を保ちながら行っていた。

　避難者が自分の家に帰ることのできる目途は全く立って

いない。だからこそ、わたくしたちはこの方たちをこれから

も支えていかなければならない。

　最終日は、福島県の南相馬市・相馬市への視察をした。大
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高いコンクリート

の壁。その壁の地

上５メートル程の

高さに一本の直

線が刻まれていた。

津波がこの高さま

で来たのだと思う

と、この震災がこ

れまでにない大き

なものであったこ

と、今回の津波の

恐ろしさがうかが

われる。並んで建

つ家。右側の家は壊滅状態なのに、左の家は人が住んでいる。

わずか５メートル程しか隔てていないのにその差があまりに

も痛々しい。

　海岸線は何もない荒地となっていた。まるで戦争でもあ

ったかのような無残な光景であった。荒地の道路の脇に泥

だらけになった一つの黒のランドセルが置いてあった。津波

さえなければこのランドセルも少年に背負われ、子どもたち

の学校生活を支えていただろう。きっとこのランドセルの持

ち主の少年は今、学用品も満足になく、十分に学校生活がお

くれていないのではないかと考えるとやりきれない思いが

した。

　わたくしたちは、東日本の復興に向けた募金活動やボラン

ティア活動にこれまで以上に積極的に取り組み、被災者の方

たちを支えていかなければならない。
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パネル討論会▲

活発に意見交換された分科会▼

▲さわやか福祉財団の堀田力氏による基調講演

　連合東海ブロック

は７月１１日・１２日の

２日間にわたり、鈴

鹿サーキットフラワ

ーガーデンホテル

において「連合東海

ブロック　２０１１政

策研究集会」を開催

した。連合愛知からは、

副会長や構成組織

代表者・政策推進議

員など３６名が参加

した。

　東海ブロック代表

幹事である神野会

長のあいさつに続いて、連合宮城の佐藤事

務局長から「東日本大震災の被災地から」

と題する特別報告があり、宮城県の東日本

大震災に係る被害状況や復旧状況の概要

等について報告があった。その後参加者か

ら集めた義援金を佐藤事務局長に託し、被

災地に届けた。続いてさわやか福祉財団の

堀田理事長が「無縁社会からの脱却」と題

した基調講演を行い、絆社会構築のために

は家庭生活を大切にしたり地域とのつなが

りをもったりすることなど５つの提言がなさ

れた。その後、三重大学の児玉教授をコー

ディネーター、大塚厚生労働副大臣・堀田理

事長・三重いのちの電話の珍道副理事長・

土森連合三重会長の４名をパネリストとし

て「絆社会の構築に向けた課題と役割」と題してパネ

ル討論会を行った。

　２日目には「絆社会の構築に向けた労働組合の役割」

をテーマに分科会が行われ、事例紹介や参加者による

活発な意見交換が実施された。研究集会の最後には全

体の場において、分科会における論議を基にした報告

とまとめがなされ、参加者が今回の研修会で学んだこ

とを職場や地域に持ち帰って各活動に活かしていくこ

とを確認した。



　２０１１連合平和行動は、平和への意識喚起、

核兵器廃絶、在日米軍基地の整理・縮小と北

方領土の早期返還など、恒久平和実現をめざ

した取り組みを「沖縄・広島・長崎・根室」の各

地で実施する予定である。

　６月２３日から６月２５日にかけて、平和行動ｉｎ

沖縄が行われた。狗飼副会長を団長とする１９

名の参加者は「２０１１平和オキナワ集会」や「米

軍基地の整理・縮小を求める行動」に参加し、

あらためて平和の尊さを実感した。また、「ぴ

ーす・フィールドワーク」を通して、唯一の本土

地上戦となった沖縄の実相を学び、未だに解

決していない米軍の基地問題など、戦後６０年

以上が経過したにもかかわらずさまざまな傷

跡を残している沖縄の実情を目の当たりにした。▲「平和行動ｉｎ沖縄」参加者のみなさん





【確認事項】
１．当面の日程について

２．構成組織の組織拡大について

３．民主党国会議員団との政策懇談会の開催について

４．愛知労福協第２４次友好訪中団への団員派遣につ

　いて

５．２０１１年度「個別労働紛争解決研修（応用研修）」

　受講者について

６．希望と安心の社会づくりキャンペーン街頭宣伝

　行動の取り組みについて

　　２０１１年８月２６日（金）１７:３０～１８:３０　栄周辺

７.２０１１東海ブロック政策研修集会の内容等について

８.「２０１１～２０１２年　安全・安心で活力ある愛知の

　創造」

　実現のための重点要望書の提出について

　愛知労働局　日　時：８月５日（金）１３:１５～１４:００

　　　　　　　場　所：愛知労働局本庁舎　

　　　　　　　　　　　　　　　２階北大会議室

　愛知県　　　日　時：８月５日（金）１１:１５～１２:００

　　　　　　　場　所：愛知県庁本庁舎　

　　　　　　　　　　　　　　　３階特別会議室

　名古屋市　　日　時：８月３日（水）１１:１５～１２:００

９．愛知県労働協会「キャリア探索講座事業」への協

　力について

【議　　事】
１．諸規則の一部改定（案）について

　連合愛知女性委員会・青年

委員会は７月１３日、ワークラ

イフプラザれあろにおいて「女

性の参画を推進するためには」

をテーマに対話集会を行った。

３つのグループに分かれ、各

構成組織における女性役員

率の現状、女性役員を登用す

るメリット、女性役員を増やす

ための改善策、理想のリーダ

ー像について意見交換が行

われた。その後、栄に場所を移し、料理教室

を実施した。ピッツァ　マルゲリータ、ルッコ

ラのサラダをはじめ４品を協力して作った。

青年委員からは「男性も家事をしなければ」

という声や「料理は意外と楽しい」といった

声が聞かれ、家事の男女共同参画を体験する

充実した会となった。▲おいしくできますように

熱心に意見交換をする参加者▲



カンパ活動風景（名鉄東岡崎駅） カンパ活動風景（名鉄西尾駅） カンパ活動風景（ＪＲ岡崎駅）

ボウリング風景
（岡崎地区　始球式）

ボウリング風景
（西尾地区　始球式）

西尾地区優勝チーム
（オティックス労組）

月１５日岡崎グランドボウル、６月２２日西尾スター

ボウルにおいて岡崎・西尾地区連親睦ボウリン

グ大会を開催しました。このボウリング大会は、地区連

ごとに組合員の親睦行事として毎年開催をしています。

今年は、政策推進議員の方々も含め、岡崎地区では１６２

名、西尾地区では８８名の参加になりました。競技は、２

ゲームの合計点でチーム対抗と男女それぞれのハイゲ

ーム賞で競い、親睦行事ではありますが、マイボールを

持参されプロ顔負けのチームもいました。

　優勝チームの２ゲームアベレージは岡崎地区では

４０１．５点、西尾地区では３８５点であり、参加者から盛大

な拍手が送られました。今後も組合員同士の親睦を深

める意味で地協としてもいろいろな行事を企画してま

いります。

河中地協では、連合愛知の要請を受け３月２２日

名鉄東岡崎駅、３月２８日名鉄西尾駅および４月

１４日ＪＲ岡崎駅にて、政策推進議員ならびに労福協岡崎・

額田支部と連携し、延べ８１名の参加を得て「連合東日

本大震災救援カンパ活動」を実施しました。市民の皆

様に呼びかけをし、私たちの活動を理解していただき

多くの方々からのカンパ金２４８,４３３円を集約すること

ができました。また、カンパをされたお１人から、「連合

さんの活動なら信頼ができます、協力をさせていただ

きます。」との大変うれしいお言葉もいただけました。

このカンパ金は、連合本部を通じ被災地の皆様方の支

援金として寄付をされます。

岡崎地区優勝チーム
（ＪＰ労組岡崎地本支部）


